
４月９日、令和９年３月で閉校となる笛舞小学校で、
最後の入学式が行われました。
１名の新１年生、竹田輝士（ぐんじ）さんは、緊張し
た表情で入場。
在校生や地域住民に見守られ、温かな門出の式となり
ました。

Ｐ２～３ 令和８年度 予算の概要

Ｐ４～５ 予算特別委員会 質疑

Ｐ６ 令和７年度 第11回定例会

Ｐ７～10 一般質問 ６名８件

Ｐ11 議会改革特別委員会

Ｐ12 この人に聞く

えりも本町駐在所

所長 木戸 正博 さん
き ど ま さひろ

えりも町議会

議会だより
Ｎｏ.５７

令和８年５月１日

笛舞小学校で「最後の入学式」
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６５億５千万円 前年度比５億7000万円の増

投資的経費
７億7254万円
（11.8％）

３
月
12
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ

た
第
11
回
定
例
会
で
は
、
令
和
８
年
度
一
般

会
計
予
算
、
お
よ
び
４
特
別
会
計
、
２
企
業

会
計
７
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
通
り
認

定
し
ま
し
た
。

その他の経費
36億6835万円
（56.0％）

義務的経費
21億911万円
（32.2％）

主な新規・継続事業
〇新規事業

・地域公共交通事業 １３２０万円

公共交通空白地問題を解消するため専用車両の購入と講

習費用を助成

・河川環境整備事業 １９００万円

南部家川河川護岸維持補修

・水産施設等解体工事 １億２１００万円

漁村センター及び旧えりも漁協事務所の解体

・えりも高校クロムブック更新事業 ４４３万円

・えりも高校新入学生被服等補助事業 ８７万円

入学する生徒にジャージや上靴の購入を助成

・庶野小、えりも中、児童クラブエアコン整備事業

６７４万円

〇継続事業

・目黒地区緊急避難施設等整備事業 ９４８６万円

避難施設を建設する事業

・消防団第７分団詰所移転事業 ３０４７万円

第７分団詰所を建設する事業

人件費
12億584万円
（18.4％）

扶助費
３億4740万円
（5.3％）

公債費
５億5587万円
（8.5％）

物件費
12億5190万円
（19.1％）

繰出金
４億626万円
（6.2％）

補助費
13億7121万円
（20.9％）

普通建設事業費
７億7254万円
（11.8％）

維持補修費
１億2817万円
（2.0％）

積立金
４億7397万円
（7.2％）

貸付金
2784万円
（0.4％）

予備費
900万円
（0.2％）

えりも高校で35台のクロムブッ
クを更新

エアコンが設置される庶野小学校
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● 予 算 総 括 表 単位（千円）

〇 公 営 企 業 会 計 単位（千円）

依存財源
38億4497万円
（58.5％）

自主財源
27億503万円
（41.5％）

令 和 ８ 年 度 一 般 会 計 予 算

予算特別委員会の委員長は

橋本維応議員
た だのぶ

が務めました

会 計 区 分 予 算 額 前 年 比

一 般 会 計 6,550,000 570,000

国民 健康保険特別会計 876,000 -28,000

診 療 所 特 別 会 計 424,000 31,000

介 護 保 険 特 別 会 計 539,000 42,000

後期高齢者医療特別会計 102,000 22,000

小 計 1,941,000 67,000

総 計 8,491,000 637,000

公 営 企 業 会 計 予 算 額 前 年 比

簡 易 水 道 事 業 205,557 6,919

下 水 道 事 業 293,486 -20,291

合 計 499,043 -13,372

地方交付税
23億9900万円
（36.6％）

国庫支出金
３億5085万円
（5.3％）

道支出金
２億3346万円
（3.6％）

町債
６億6720万円
（10.2％）

交付金
１億9446万円
（2.8％）

町税
４億8933万円
（7.5％）

使用料・手数料
１億1728万円
（1.8％）

分担金・負担金
4789万円（0.7％）

財産収入
3576万円（0.6％）

寄付金
10億１万円
（15.3％）

繰入金
８億9451万円
（13.7％）

繰越金
2400万円
（0.4％）

諸収入
9624万円（1.5％）

解
体
さ
れ
る
漁
村
セ
ン
タ
ー

（
手
前
）
と
旧
え
り
も
漁
協

事
務
所
（
奥
側
）

国保診療所特別会計予算

内視鏡システム更新事業1485万円

経
年
劣
化
に
よ
り
更
新
さ
れ

る
「
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
」



質
疑
（
髙
松
）

令
和
８
年
度
は
南
部
家
川
護

岸
改
修
の
調
査
設
計
を
行
い
、

次
年
度
は
実
際
に
改
修
す
る
と

思
う
が
、
熊
の
出
没
、
大
雨
に

よ
る
川
の
氾
濫
・
洪
水
、
流
木

に
よ
る
被
害
な
ど
の
危
険
性
を

回
避
す
る
た
め
に
、
改
修
に
合

わ
せ
て
河
川
内
の
立
木
伐
採
を
。

答
弁
（
建
設
水
道
課
技
術
長
）

今
回
の
改
修
は
、
国
道
よ
り

下
流
側
の
工
事
で
立
木
が
な
い

場
所
だ
が
、
上
流
の
立
木
伐
採

を
引
き
続
き
北
海
道
に
要
望
し

て
い
く
。

質
疑
（
大
坂
）

期
成
会
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁
（
企
画
課
長
）

２
月
に
胆
振
総
合
振
興
局
室

蘭
建
設
管
理
部
と
室
蘭
開
発
、

当
町
の
建
設
課
と
産
業
振
興
課

と
企
画
課
で
、
内
陸
避
難
道
路

の
建
設
に
向
け
て
勉
強
会
を
実

施
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
協

議
を
し
て
い
く
。

来
年
度
以
降
は
林
道
の
関
係

も
あ
り
、
森
林
の
担
当
者
も
含

め
て
勉
強
会
を
開
催
す
る
調
整

を
し
て
い
る
。

質
疑
（
髙
松
）

え
り
も
町
漁
村
セ
ン
タ
ー
及

び
旧
え
り
も
漁
協
事
務
所
等
の

解
体
に
１
億
２
１
０
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
漁
協
か
ら

の
分
担
金
と
跡
地
の
利
用
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

漁
協
か
ら
の
分
担
金
は
３
回

に
分
け
て
５
０
０
０
万
円
を
拠

出
し
て
も
ら
う
。
跡
地
は
駐
車

場
を
検
討
し
て
い
る
。

質
疑
（
上
野
）

新
規
に
窓
口
収
納
の
業
務
委

託
１
３
２
万
円
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
内
容
は
。

答
弁
（
税
務
課
長
）

指
定
金
融
機
関
の
日
高
信
金

に
出
納
の
派
出
所
窓
口
を
無
償

で
お
願
い
し
て
い
た
が
、
人
材

の
確
保
や
シ
ス
テ
ム
の
維
持
コ

ス
ト
が
高
く
な
っ
て
き
た
た
め

委
託
料
と
い
う
形
で
負
担
す
る
。

質
疑
（
髙
松
）

保
育
士
人
材
紹
介
手
数
料
１

８
１
万
４
０
０
０
円
の
内
容
と

算
定
根
拠
は
。
入
所
希
望
者
に

対
し
保
育
士
は
足
り
て
い
る
か
。

答
弁
（
町
民
生
活
課
長
）

人
材
派
遣
会
社
を
通
じ
て
雇

用
す
る
保
育
士
１
名
分
の
紹
介

手
数
料
で
年
間
給
与
の
40
％
を

手
数
料
と
し
て
支
払
う
。
現
時

点
で
保
育
士
は
充
足
し
て
い
る
。

質
疑
（
上
野
）

解
体
後
の
土
地
の
利
用
は
。

答
弁
（
建
設
水
道
課
専
門
技
師
）

旧
笛
舞
校
長
住
宅
は
劣
化
が

進
み
、
近
隣
の
昆
布
干
場
に
影

響
が
あ
る
の
で
令
和
８
年
度
に

解
体
す
る
。

跡
地
利
用
は
未
定
だ
が
、
令

和
８
年
度
に
近
辺
の
土
地
を
一

般
に
売
却
の
公
募
を
す
る
予
定

で
あ
る
。

質
疑
（
嵯
峨
）

遊
具
の
場
所
は
。
点
検
で
不

具
合
が
あ
っ
て
の
修
繕
か
。

答
弁
（
町
民
生
活
課
長
）

遊
具
の
設
置
箇
所
は
、
町
内

保
育
所
３
か
所
、
西
え
り
も
、

新
浜
、
近
浦
地
区
の
児
童
公
園

で
、
保
守
点
検
を
し
て
不
良
箇

所
が
あ
れ
ば
、
翌
年
度
以
降
で

修
繕
す
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 予算特別委員会質疑 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 4 >

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会
２
日
目
の
３
月
13
日
、
令
和
８
年
度
の
予

算
案
に
対
す
る
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
か
ら
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
容
を
抜
粋

し
掲
載
し
ま
す
。

子どもたちが安心安全に使用で
きるよう点検している

隣接しているため同時でなけ
れば解体できない２つの建物

南
部
家
川
改
修
時
に
立

木
伐
採
を

水
産
施
設
等
解
体
工
事

内
陸
避
難
道
路
早
期
建

設
期
成
会
負
担
金

出

納

窓

口

委

託

料

保

育

士

人

材

確

保

旧
笛
舞
小
校
長
住
宅
解

体
工
事

児
童
遊
園
遊
具
修
繕
と

保
守
点
検



質
疑
（
上
野
）

赤
潮
対
策
の
国
か
ら
の
助
成

金
が
令
和
８
年
度
は
大
幅
に
減

少
す
る
が
、
マ
ツ
ブ
の
増
殖
に

対
し
て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

マ
ツ
ブ
は
、
昨
年
ま
で
道
東

の
漁
協
か
ら
買
い
付
け
て
放
流

す
る
事
業
を
実
施
し
て
き
た
。

令
和
８
年
度
は
国
か
ら
の
予

算
が
削
減
さ
れ
る
た
め
、
実
施

で
き
な
い
見
込
み
で
あ
る
が
、

道
が
漁
場
調
査
を
実
施
す
る
予

定
で
、
資
源
の
増
大
に
つ
な
げ

ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

陸
上
で
の
種
苗
生
産
は
、
技

術
は
進
ん
で
い
る
が
放
流
し
た

後
の
追
跡
が
難
し
く
、
ど
の
く

ら
い
資
源
に
転
換
さ
れ
て
い
る

か
検
証
す
る
の
が
課
題
で
あ
る
。

質
疑
（
竹
内
）

毎
年
約
５
０
０
万
円
ほ
ど
予

算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
芝

の
状
態
が
年
々
悪
化
し
て
い
る
。

委
託
先
は
適
正
な
管
理
を
行
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

委
託
先
の
森
林
組
合
に
任
せ

る
だ
け
で
な
く
、
町
で
も
状
況

を
確
認
し
積
極
的
に
対
応
す
る
。

質
疑
（
神
田
）

観
光
振
興
の
た
め
に
１
１
０

０
万
円
を
増
額
し
、
２
名
の
増

員
を
計
画
し
て
い
る
が
、
観
光

費
委
託
料
で
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
総
勢
は
何
名
か
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
、
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
派
遣
各
事
業
の
主
な

内
容
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
観

光
に
関
す
る
業
務
で
２
名
、
キ
ャ

ン
プ
場
に
関
す
る
業
務
で
３
名

の
総
数
は
５
名
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ン
事
業
は
、
夏
・

冬
休
み
中
の
大
学
生
に
町
の
観

光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
を
委
託

す
る
。
ま
た
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
は
活
動
し
て
い
る
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
含
め
、
町

の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
進
ん
で

い
る
か
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

事
業
で
あ
る
。

質
疑
（
嵯
峨
）

観
光
振
興
計
画
で
Ｄ
Ｍ
Ｏ

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）
を

目
指
し
て
い
る
が
、
１
段
ハ
ー

ド
ル
が
上
が
っ
た
と
理
解
し
て

い
る
。
そ
の
進
行
具
合
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
い

が
目
標
の
最
上
位
に
置
い
て
い

る
。
実
現
で
き
な
く
て
も
、
地

域
の
観
光
振
興
を
担
え
る
団
体

を
組
織
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
振
興
計
画
の
進
捗
状
況

は
、
今
月
末
に
事
業
者
と
委
託

事
業
者
と
町
内
の
関
係
団
体
等

と
会
議
を
開
い
て
徐
々
に
進
め

て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

質
疑
（
大
場
）

以
前
か
ら
提
案
し
て
い
た
キ
ャ

ン
プ
場
ト
イ
レ
の
洋
式
化
と
、

灯
台
公
園
の
公
衆
ト
イ
レ
の
監

視
カ
メ
ラ
設
置
は
。

答
弁
（
産
業
振
興
課
長
）

百
人
浜
キ
ャ
ン
プ
場
の
管
理

棟
以
外
の
ト
イ
レ
は
、
環
境
省

の
補
助
金
で
改
修
で
き
る
よ
う
、

来
年
度
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

灯
台
公
園
ト
イ
レ
の
防
犯
カ

メ
ラ
は
、
令
和
８
年
度
中
に
設

置
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
疑
（
大
坂
）

解
体
し
た
後
に
新
規
に
建
設

す
る
予
定
は
あ
る
か
。

答
弁
（
副
町
長
）

令
和
８
年
度
中
に
検
討
す
る
。

質
疑
（
髙
松
）

国
か
ら
の
支
援
で
小
学
校
の

給
食
が
無
償
化
さ
れ
る
が
、
保

護
者
負
担
は
な
く
な
る
の
か
。

答
弁
（
学
校
教
育
課
長
）

国
か
ら
の
支
援
で
給
食
費
全

額
を
賄
え
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

差
額
を
町
が
負
担
し
、
保
護
者

の
負
担
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
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破損し危険な状態のバックネッ
ト

防犯カメラの設置が予定
されている灯台公園トイ
レ

資源回復が望まれる町の
名産品「マツブ」

芝が枯れて土が露出している
パークゴルフ場のコース

水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
事
業
負
担
金

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
委
託

地
域
お
こ
し
協
力
隊

公

園

管

理

費

観
光
振
興
の
計
画
策
定

小

学
校
給
食

無
償
化

町
営
野
球
場
バ
ッ
ク
ネ
ッ

ト
解
体
工
事



◎
令
和
７
年
度

一
般
会
計(

歳
出)

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
運
営

費
補
助
金

９
８
９
万
２
千
円

・
介
護
保
険
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
補
助
金

９
１
７
万
５
千
円

・
介
護
保
険
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事

業
補
助
金

２
０
５
万
円

事
業
運
営
の
資
金
が
不
足
す

る
た
め
追
加
交
付

・
え
り
も
町
百
人
浜
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

使
用
料
及
び
用
具
貸
付
料

を
有
料
か
ら
無
料
に
改
正

・
え
り
も
町
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

改
正
前

小
学
４
年
生
ま
で

改
正
後

小
学
６
年
生
ま
で

・
え
り
も
町
住
宅
改
修
工
事
等

助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

改
正
前

改
修
金
額
の
１
０
０
分
５

で
上
限
５
０
万
円

改
正
後

改
修
金
額
の
１
０
０
分
の

10
で
上
限
１
０
０
万
円

10
万
円
に
満
た
な
い
と
き

は
10
万
円
を
削
除

・
え
り
も
町
公
平
委
員
の
選
任

新
浜

佐
々
木

光
政
（
57
歳
）

再
任

・
え
り
も
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
の
選
任

本
町

芳
賀

則
雄
（
65
歳
）

再
任

・
え
り
も
町
教
育
委
員
の
選
任

東
洋

三
谷

秀
樹
（
60
歳
）

再
任

・
契
約
目
的

目
黒
地
区
緊
急
避
難
施
設
及

び
消
防
団
施
設
新
築
工
事
建

築
主
体
工
事

・
契
約
金
額

１
億
２
８
０
万
円

・
契
約
先

橋
本
・
渋
田
・
野
澤
経
常
建

設
共
同
企
業
体

・
契
約
目
的

目
黒
地
区
緊
急
避
難
施
設
及

び
消
防
団
施
設
新
築
電
気
設

備
工
事

・
契
約
金
額

６
４
１
３
万
円

・
契
約
先

株
式
会
社

武
田
電
気

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第11回定例会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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補
正
予
算

３
月
12
・
13
日

第
11
回
定
例
会

人

事

条
例
改
正

え
り
も
福
祉
会
へ

補
助
金
を
追
加

２
月
25
日

第
10
回
臨
時
会

工
事
請
負
契
約

小
学
６
年
生
ま
で
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
「
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
」



【
橋
本
】

生
成
Ａ
Ｉ
の

活
用
に
つ
い
て
は
期
待
と

不
安
が
あ
る
と
思
う
が
、

Ａ
Ｉ
を
職
員
の
補
助
ツ
ー

ル
と
し
て
活
用
し
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
質
向
上
に
つ

な
げ
て
は
ど
う
か
。

窓
口
業
務
で
は
「
書
か

な
い
窓
口
」
や
申
請
支
援

の
導
入
に
よ
り
、
町
民
の

負
担
軽
減
や
待
ち
時
間
短

縮
、
業
務
効
率
化
が
期
待

さ
れ
る
。

さ
ら
に
税
務
や
保
健
福

祉
分
野
で
は
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ

ト
の
活
用
に
よ
り
、
問
い

合
わ
せ
対
応
の
効
率
化
が

図
ら
れ
る
と
考
え
る
。

答
弁

町
の
Ｄ
Ｘ
推
進
方

針
に
基
づ
き
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
活
用
や
光
学
文
字

認
識
に
よ
る
自
動
入
力
を

進
め
る
こ
と
で
、
申
請
手

続
き
の
簡
素
化
や
待
ち
時

間
の
短
縮
、
職
員
の
入
力

作
業
の
削
減
が
期
待
さ
れ

る
。こ

の
た
め
、
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

【
橋
本
】

庁
内
業
務

に
お
い
て
も
、
資
料
作

成
の
効
率
化
を
進
め
、

政
策
立
案
や
住
民
対
応

に
充
て
る
時
間
を
創
出

で
き
る
の
で
は
。

答
弁

令
和
８
年
度
か
ら

生
成
Ａ
Ｉ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、
全

職
員
を
対
象
に
活
用
を
進

め
る
予
定
で
あ
り
、
必
要

な
知
識
の
習
得
や
利
活
用

の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で

い
く
。

【
橋
本
】

安
全
な
運
用
・

活
用
に
向
け
て
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁

正
確
性
の
確
保
や

情
報
漏
洩
の
防
止
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
へ
の
対
応

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
と

職
員
研
修
を
進
め
、
適
切

な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

【
嵯
峨
】

令
和
６
年
３

月
定
例
会
に
お
い
て
、
総

合
計
画
の
審
議
委
員
に
え

り
も
高
校
生
を
選
任
す
る

よ
う
要
望
し
た
。

生
徒
は
探
究
学
習
を
通

じ
て
観
光
・
育
児
・
防
災
・

医
療
福
祉
な
ど
幅
広
い
分

野
で
提
案
し
て
い
る
が
、

単
年
度
で
終
わ
る
も
の

が
多
く
継
続
性
に
課
題

が
あ
る
。

「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト
」
「
庶
野

さ
く
ら
公
園
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
な
ど
の
好
事

例
は
、
継
続
す
る
こ
と

で
生
徒
の
意
欲
向
上
に

つ
な
が
る
と
思
う
。

こ
う
し
た
点
を
踏
ま

え
、
総
合
計
画
の
審
議
委

員
に
高
校
生
の
選
任
を
前

向
き
に
検
討
を
。

答
弁

高
校
生
を
委
員
に

委
嘱
す
る
か
は
、
高
校
や

教
育
委
員
会
の
意
見
を
踏

ま
え
今
後
検
討
す
る
。

ま
た
、
高
校
生
の
意
見

反
映
の
取
り
組
み
と
し
て
、

令
和
７
年
度
に
ま
ち
づ
く

り
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

80
名
に
配
布
、
17
名
か
ら

回
答
を
得
た
。

今
後
も
若
い
世
代
の
意

見
を
反
映
す
る
方
法
に
つ

い
て
、
高
校
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

【
嵯
峨
】

令
和
８
年
度

か
ら
補
助
金
が
計
上
さ
れ
、

運
用
方
法
は
学
校
に
裁
量

権
が
あ
る
と
思
う
が
、
柔

軟
性
を
も
っ
て
執
行
で
き

る
か
。

答
弁

本
年
よ
り
「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
の
発

表
会
は
町
民
や
議
員
に
も

公
開
さ
れ
、
育
児
や
観
光

な
ど
地
域
に
関
す
る
多
く

の
提
案
が
示
さ
れ
た
。
新

設
さ
れ
る
「
え
り
も
高
校

探
究
学
習
支
援
補
助
金
」

は
、
探
究
学
習
の
深
化
と
、

生
徒
の
発
想
に
よ
る
地
域

振
興
や
ま
ち
づ
く
り
の
提

案
実
現
を
目
的
と
し
て
い

る
。
今
後
は
学
校
の
裁
量

の
も
と
柔
軟
に
運
用
し
、

生
徒
の
提
案
実
現
に
向
け

有
効
活
用
し
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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Ａ
Ｉ
を
有
効
利
用
し
て
窓
口

業
務
の
効
率
化
を
図
る

橋本維応議員
はしもとただのぶ

嵯峨直樹議員
さ が な お き

ＡＩを活用し
行政サービスの向上を

令和８年度より
生成ＡＩ導入予定

高
校
生
が
考
案
し
実
現
し
た

「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
バ
ス
ケ
ッ

ト
」

えりも高校生徒の
更なる活躍の場を

若い世代の意見を
反映する方法を検討



【
神
田
】

町
長
は
選
挙

公
約
で
、
交
通
弱
者
に
対

す
る
地
域
交
通
の
確
保
を

掲
げ
て
い
る
が
、
本
年
４

月
か
ら
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ

ス
の
減
便
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま

え
、
町
と
し
て
は
独
自
の

地
域
交
通
を
早
期
に
実
現

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

現
在
、
交
通
空
白
地
の

解
消
に
向
け
、
福
祉
有
償

運
転
者
講
習
会
の
開
催
や

受
講
費
用
の
助
成
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
運
行
に

必
要
な
車
両
２
台
の
購
入

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
な
運
行

形
態
を
目
指
す
の
か
、
ま

た
、
そ
の
実
施
時
期
は
。

答
弁

Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス

日
勝
線
は
、
運
転

手
不
足
や
利
用
者

減
少
に
伴
う
赤
字

増
加
を
背
景
に
、

令
和
８
年
４
月
１

日
よ
り
３
便
が
減

便
と
な
る
。
減
便

の
影
響
に
つ
い
て

は
、
町
と
し
て
早

急
に
対
応
策
を
検

討
す
る
考
え
で
あ

る
。タ

ク
シ
ー
事
業

に
つ
い
て
も
運
転

手
不
足
に
よ
り
将

来
的
な
休
止
の
可
能
性
が

あ
る
。

そ
の
代
替
と
し
て
公
共

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に

向
け
た
検
討
を
進
め
、
運

転
手
確
保
の
た
め
講
習
会

を
実
施
し
、
22
名
の
受
講

者
を
登
録
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

今
後
は
、
事
業
者
協
力

型
に
よ
る
運
行
の
実
施
に

向
け
、
車
両
や
運
行
方
法

の
具
体
化
を
図
る
と
と
も

に
、
必
要
な
手
続
き
を
進

め
、
可
能
な
限
り
早
期
の

実
施
を
目
指
し
て
い
る
。

【
神
田
】

こ
こ
数
年
来

の
気
温
上
昇
に
よ
っ
て
、

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が

「
子
ど
も
議
会
」
や
高
校

生
と
の
「
議
員
と
語
る
会
」

な
ど
で
強
く
要
望
さ
れ
て

い
る
。

公
平
性
の
観
点
や
対
応

の
遅
れ
に
よ
っ
て
設
置
費

用
の
高
騰
な
ど
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
各
学
校

や
斎
場
な
ど
へ
の
設
置
を

同
年
度
に
実
施
す
る
べ
き

と
強
く
望
む
が
町

の
考
え
は
。

答
弁
①

令
和
８

年
度
に
庶
野
小
学

校
お
よ
び
え
り
も

中
学
校
の
普
通
教

室
等
へ
エ
ア
コ
ン

を
設
置
す
る
。

両
校
は
電
気
容
量

に
余
裕
が
あ
り
、

暑
さ
が
こ
も
り
や

す
い
環
境
で
あ
る

こ
と
な
ど
か
ら
先

行
し
て
整
備
す
る

も
の
で
あ
る
。

一
方
、
え
り
も
小
学
校

お
よ
び
え
り
も
岬
小
学
校

は
、
電
気
容
量
不
足
や
設

備
改
修
に
多
額
の
費
用
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和

９
年
度
以
降
の
設
置
を
検

討
し
て
い
る
。

今
後
は
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
に
よ
る
電
力
削
減
を
進

め
、
余
力
電
力
を
確
保
し

な
が
ら
エ
ア
コ
ン
設
置
を

進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

答
弁
②

斎
場
へ
の
エ
ア

コ
ン
設
置
は
、
自
治
会
長

会
議
で
も
要
望
が
あ
り
、

令
和
８
年
度
で
の
設
置
を

検
討
し
て
い
る
。

し
か
し
、
町
の
財
政
状

況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

公
共
施
設
の
規
模
を
踏
ま

え
る
と
、
単
年
度
で
の
一

斉
整
備
は
財
政
へ
の
影
響

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
令

和
８
年
度
当
初
予
算
に
は

計
上
し
て
い
な
い
。

今
後
は
、
予
算
の
執
行

状
況
を
精
査
し
な
が
ら
、

年
度
途
中
に
お
い
て
可
能

な
限
り
早
期
の
設
置
を
進

め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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神田 修議員
か ん だ おさむ

地域交通対策の推進を

公共ライドシェアの
導入を検討

運
転
手
不
足
等
で
４
月
か
ら
減
便

と
な
る
Ｊ
Ｒ
バ
ス

各学校や斎場などに
エアコンの早期設置を

庶野小・えり中は
令和８年度に設置

え
り
も
小
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
令
和
９
年
度
以
降
に



【
大
坂
】

未
婚
化
や
晩

婚
化
が
進
む
中
、
当
町
で

は
出
会
い
の
場
や
集
う
機

会
が
少
な
い
こ
と
が
課
題

で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

交
流
は
広
が
っ
て
い
る
も

の
の
、
実
際
に
出
会
う
機

会
に
は
依
然
と
し
て
高
い

ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
、
現
実

の
出
会
い
の
場
の
創
出
が

重
要
で
あ
る
。

様
似
町
で
は
結
婚
相
談

所
と
連
携
し
た
「
成
婚
サ

ポ
ー
ト
事
業
」
を
開
始
し
、

出
会
い
の
場
の
提
供
と
少

子
化
対
策
に
つ
な
げ
て
い

る
。個

人
の
選
択
へ
の
関
与

に
は
様
々
な
意
見
が
あ
る

が
、
人
口
減
少
対
策
と
し

て
、
当
町
に
お
い
て
も
同

様
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
。

答
弁

町
に
お
け

る
婚
活
支
援
は
、

平
成
24
年
に
婚
活

ツ
ア
ー
を
実
施
し
、

そ
の
後
も
取
り
組

ん
だ
が
、
カ
ッ
プ

ル
は
成
立
し
た
も

の
の
成
婚
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
そ
の

後
の
実
施
も
検
討

さ
れ
た
が
、
開
催

さ
れ
て
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

結
婚
を
巡
っ
て
は
晩
婚

化
・
未
婚
化
が
進
行
し
て

お
り
、
多
く
の
自
治
体
が

結
婚
支
援
事
業
を
実
施
し

て
い
る
一
方
、
個
人
の
価

値
観
へ
の
行
政
関
与
に
対

す
る
慎
重
な
意
見
も
あ
り
、

事
業
を
廃
止
す
る
例
も
あ

る
。様

似
町
で
は
民
間
と
連

携
し
た
成
婚
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
実
施
し
て
お
り
、
当

町
と
し
て
は
そ
の
状
況
を

注
視
し
つ
つ
、
今
後
の
結

婚
支
援
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

【
大
坂
】

全
国
的
に
小

中
学
校
の
教
員
が
、
保
護

者
か
ら
の
繰
り
返
し
の
苦

情
や
電
話
対
応
な
ど
に
よ

り
、
適
応
障
害
を
発
症
す

る
事
例
が
報
道
さ
れ
て
い

る
。適

応
障
害
は
、
環
境
の

変
化
や
ス
ト
レ
ス
、
人
間

関
係
な
ど
に
よ
り
心
身
に

不
調
を
き
た
し
、
日
常
生

活
に
支
障
を
及
ぼ
す
も
の

で
あ
り
、
公
務
災
害
と
し

て
認
定
さ
れ
る
例
も

あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を

踏
ま
え
、
教
育
委
員

会
に
相
談
窓
口
の
設

置
を
求
め
る
動
き
も

見
ら
れ
る
。

当
町
に
お
い
て
も

同
様
の
事
例
が
生
じ

る
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
こ
と
か
ら
、

教
員
を
支
援
す
る
た

め
の
相
談
窓
口
の
設

置
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
弁

現
在
、
学
校
現
場

で
は
業
務
の
複
雑
化
・
多

様
化
に
よ
り
、
教
職
員
が

強
い
ス
ト
レ
ス
を
受
け
、

精
神
疾
患
に
よ
る
休
職
が

増
加
し
て
い
る
。

全
国
で
も
病
気
休
職
者

の
多
く
を
精
神
疾
患
が
占

め
て
お
り
、
教
職
員
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
整
備

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

北
海
道
教
育
委
員
会
で

は
各
種
相
談
窓
口
の
設
置

や
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
を
進
め
て
い
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や
保
健

師
面
談
、
学
校
訪
問
等
に

よ
り
状
況
把
握
と
対
応
に

努
め
て
お
り
、
相
談
専
用

の
窓
口
は
な
い
が
教
育
委

員
会
で
随
時
対
応
し
て
い

る
。今

後
は
既
存
の
相
談
電

話
を
活
用
し
、
相
談
し
や

す
い
環
境
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
医
療
機
関
の

紹
介
や
復
職
支
援
を
含
め

た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

の
推
進
な
ど
、
支
援
体
制

の
充
実
に
努
め
て
い
く
考

え
で
あ
る
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 9 >

大坂庄吉議員
おおさかしょうきち

相
談
窓
口
と
な
っ
て
い
る
教
育

委
員
会

教員の相談窓口の設置は

専用窓口はないが
教育委員会で対応する

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
出
会
い

結
婚
し
た
人
は
近
年
25
％
を
超
え

て
い
る

婚活支援（サポート事業）
の取り組みを

他町での実施状況を
注視し検討する



【
大
場
】

当
町
に
は
２

軒
の
歯
科
医
院
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
将
来
的
な
後
継

者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

歯
科
医
療
は
他
の
医
療

分
野
以
上
に
世
代
交
代
が

課
題
と
な
り
や
す
い
。

こ
の
ま
ま
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
、
将
来
的
に
歯

科
医
院
の
閉
院
が
現
実
と

な
り
、
特
に
高
齢
者
を
中

心
に
通
院
困
難
や
口
腔
健

康
の
悪
化
な
ど
、
地
域
住

民
の
生
活
と
健
康
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
。

現
段
階
か
ら
計
画
的
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
将
来
的
な
歯
科

医
師
不
足
お
よ
び
後
継
者

問
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

答
弁

地
域
の
歯
科
医
療

体
制
は
全
国
的
な
課
題
で

あ
り
、
国
の
「
骨
太
方
針

２
０
２
５
」
に
お
い
て
も
、

歯
科
医
師
の
地
域
偏
在
の

是
正
や
提
供

体
制
の
強
化

が
示
さ
れ
て

い
る
。

一
方
で
、

歯
科
診
療
報

酬
の
伸
び
悩

み
や
資
材
費
・

人
件
費
の
高

騰
に
よ
り
、

経
営
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
、

特
に
日
高
管
内
で
は
歯
科

医
師
数
が
少
な
く
、
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り

今
後
医
療
機
関
の
減
少
や

歯
科
健
診
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

当
町
も
同
様
の
状
況
に

あ
り
、
将
来
的
な
歯
科
医

療
体
制
の
維
持
に
向
け
、

人
材
確
保
や
新
規
開
業
の

促
進
、
事
業
承
継
支
援
な

ど
の
取
り
組
み
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

今
後
は
他
地
域
の
事
例

や
国
・
道
の
施
策
、
診
療

報
酬
の
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
具
体
的
な
対
応
を

検
討
し
て
い
く
。

【
髙
松
】

朽
ち
果
て
た

空
き
家
は
著
し
く
景
観
を

損
ね
る
だ
け
で
な
く
、
風

が
強
い
当
町
で
は
老
朽
化

し
た
空
き
家
が
強
風
に
よ

り
破
損
し
、
近
隣
の
住
宅

等
に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
高
く
、
近
く
の
住
民

は
不
安
で
た
ま
ら
な
い
。

空
き
家
の
管
理
は
所
有

者
の
責
任
で
あ
り
、
行
政

が
解
体
す
る
に
は
そ
の
手

続
き
の
煩
雑
さ
や
解
体
費

用
の
回
収
、
公
平
性
の
観

点
か
ら
な
か
な
か
難
し
い

こ
と
は
わ
か
る
が
、
増
え

続
け
る
空
き
家
の
老
朽
化

が
進
め
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な

弊
害
が
起
こ
る
。

空
き
家
所
有
者
の
中
に

は
経
済
的
な
理
由
で
解
体

で
き
な
い
方
も
多
い
の
で

は
な
い
か
。

こ
う
し
た
空
き
家
の
解

体
を
決
断
し
て
も
ら
う
た

め
に
解
体
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
事
業
を
新
た
に

創
設
で
き
な
い
か
。

答
弁

管
理
不
全
空
き
家

は
町
内
で
も
年
々
増
加
し

空
き
家
対
策
が
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

管
内
で
も
、
危
険
空
き

家
解
体
に
よ
る
住
民
の
不

安
解
消
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
取
町
は
解
体
費

用
の
２
分
の
１
、
上
限
30

万
円
、
新
冠
町
は
上
限
１

０
０
万
円
、
様
似
町
は
令

和
８
年
度
か
ら
実
施
予
定

で
あ
る
。

当
町
に
お
い
て
も
、
安

全
で
快
適
な
居
住
環
境
を

整
備
す
る
た
め
に
も
、
補

助
制
度
導
入
に
向
け
た
検

証
を
行
っ
て
い
く
。

当
町
の
実
態
に
即
し
た

よ
り
実
効
性
の
高
い
、
か

つ
公
平
感
の
あ
る
支
援
の

在
り
方
に
つ
い
て
、
多
角

的
な
視
点
か
ら
議
論
を
進

め
、
令
和
９
年
度
以
降
で

の
予
算
化
を
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一 般 質 問 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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令和９年度以降の
予算化を検討

大場文裕議員
お お ばふみひろ

危険な空き家
解体に補助を

髙松亮裕議員
たかまつすけひろ

軒
の
部
分
が
崩
れ
落
ち
て

い
る
危
険
な
空
き
家

歯
科
医
院
の
将
来
的
な
継
続
が
不
安
視
さ

れ
る

将来的なえりも町の
歯科医療体制は

体制の維持に向け
対応を検討する



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 議会改革特別委員会 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

< 11 >

本委員会は、令和５年６月21日の第２回定例会において、議会運営改革等について必要

な調査・検討を行うために設置された。検討を重ね、調査項目を５つに絞り、そのうち

「常任委員会活動」、「タブレット端末の導入」及び「議会への関心を高める取り組み」

についてはすでに調査が終了し、令和７年３月13日の第８回定例会において、中間報告を

行ったところである。

残り２つの「議員定数」と「議員報酬」について、中間報告以後に調査した結果を報告

する。

現在の議員定数11名は、平成18年に決定されたものである。その後も、２度設置された

議会改革等調査特別委員会や議会運営委員会の中で定数についての議論が進められてきた

が、全道の類似町村と比べても決して多い状態にないことや、広範で多様な町民ニーズを

行政に反映させるためには一定程度の議員数が必要であることなどを理由として、現行の

定数が維持されてきた。

今回改めて定数を検討するに当たり、道内における類似町村と比較したが、定数を10名

としている町村が多く、日高管内の人口規模が近い町も同様の状況であった。こうした比

較検討のほか、人口が減少し続けている当町の現状も踏まえて、現行の定数から１名減の

10名とする意見が大多数を占め、次回の町議会議員選挙から定数を10名とすることに決定

した。

なお、ほかの意見としては、議員選挙において立候補者が常に定数を上回っていること

から、議員を目指す機会を確保するために定数維持を求める意見や、町民からの定数削減

の声に基づき２名減とする意見や常任委員会の機能低下を懸念して２名以上の減は避ける

べきという意見などがあった。

議員報酬は、平成29年に議員及び委員長の報酬を減額したのを最後に、現在まで据え置

かれたままである。この額は、全道の議員定数が同じ町村の平均と比べて低い額であり、

これは定数を10名とした場合でも同様の結果である。日高管内の各町との比較でも月額報

酬がもっとも低く、手当については同じ率は１町のみで、これも管内で最低の数字である。

こうした背景のもと、議員報酬のあり方について検討を重ね、その中で増額を求める意

見としては、他町村と比べて低額であること、近年は物価高騰や賃金上昇が進んでいる状

況にあることや将来に向けた議員のなり手不足対策を理由とするものなどがあった。

しかし、自治体の厳しい財政状況や町民が物価高騰に苦しんでいるときの増額には難色

を示す意見もあり、慎重に検討を進めた結果、議員報酬は現状維持のままとすることに決

定した。

■次回選挙、定数１名減(11名→10名)

■議員報酬は現状維持

議会改革特別委員会調査報告書



え
り
も
本
町
駐
在
所

所
長

木
戸

正
博

さ
ん
（
39
）

き

ど

ま
さ
ひ
ろ

▼
警
察
官
を
志
し
た
理
由
は

大
学
時
代
、
自
転
車
で
の
旅

を
し
て
い
た
時
に
様
々
な
地
域

の
方
や
警
察
官
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
（
も
ち
ろ
ん
良
い

意
味
で
す
！
）

そ
の
時
の
経
験
か
ら
「
人
の

助
け
に
な
り
た
い
、
役
に
立
ち

た
い
」
と
思
い
警
察
官
を
志
し

ま
し
た
。

▼
え
り
も
町
の
印
象
は

と
に
か
く
風
が
強
い
と
感
じ

ま
し
た
。
初
め
て
の
巡
回
の
時

に
、
町
民
の
方
か
ら
昔
は
も
っ

と
風
が
強
か
っ
た
と
聞
か
さ
れ
、

と
て
も
驚
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

町
の
規
模
が
出
身
の
上
川
町

に
似
て
お
り
親
近
感
を
感
じ
て

い
ま
す
。

▼
日
々
の
業
務
で
気
を
つ
け
て

い
る
こ
と
は

事
故
や
犯
罪
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や

各
家
庭
を
訪
ね
る
巡
回
連
絡
を

重
点
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

防
犯
指
導
等
の
啓
発
活
動
で

は
、
ま
ず
「
見
て
も
ら
う
こ
と
」

「
分
か
り
や
す
い
こ
と
」
を
心

が
け
て
い
ま
す
。

余
計
な
警
戒
心
を
抱
か
せ
な

い
よ
う
に
、
優
し
い
笑
顔
で
の

挨
拶
や
声
か
け
も
意
識
し
て
い

ま
す
。

▼
最
近
増
え
て
い
る
犯
罪
や
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

警
察
官
を
装
っ
た
詐
欺
が
急

増
し
て
お
り
、
町
内
に
も
電
話

が
か
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

警
察
か
ら
「
口
座
番
号
を
教

え
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
電
話
を

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。
も
し
そ
の
よ
う
な
電
話
が

あ
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
電
話

を
切
っ
て
駐
在
所
に
通
報
又
は

相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
特
に
注
意
し
て
欲
し
い
防
犯

ポ
イ
ン
ト
は

特
殊
詐
欺
に
関
し
て
言
え
ば
、

知
ら
な
い
電
話
番
号
や
非
通
知

の
電
話
に
は
出
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

相
手
は
騙
し
の
プ
ロ
で
す
し
、

１
対
１
で
は
正
常
な
判
断
が
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
の
で
、
電

話
に
出
て
し
ま
っ
た
場
合
は
す

ぐ
に
切
っ
て
、
ま
ず
は
「
誰
か

に
相
談
」
す
る
と
い
う
こ
と
が

重
要
で
す
。

警
察
は
も
ち
ろ
ん
家
族
や
友

人
、
近
所
の
方
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と

は
被
害
防
止
の
第
一
歩
で
あ
り
、

地
域
の
皆
様
の
絆
が
詐
欺
防
止

に
繋
が
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

▼
休
日
の
過
ご
し
方
や
趣
味
は

休
日
は
妻
や
子
供
と
町
内
を

散
歩
し
、
潮
風
を
感
じ
て
心
身

を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

読
書
が
好
き
な
の
で
図
書
館

に
も
よ
く
行
っ
て
い
ま
す
。
お

す
す
め
の
作
家
や
作
品
が
あ
れ

ば
教
え
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

▼
え
り
も
町
民
へ
一
言

娘
が
書
い
て
く
れ
る
４
コ
マ

漫
画
「
ズ
ワ
イ
く
ん
」
や
１
月

に
作
成
し
た
雪
像
は
町
民
の
皆

様
か
ら
の
反
響
が
大
き
く
、
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

公
私
と
も
に
皆
様
か
ら
は
、

大
変
な
ご
厚
意
を
頂
き
家
族
一

同
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
号
の
表
紙
は
「
笛
舞
小
学

校
で
最
後
の
入
学
式
」

母
校
が
閉
校
に
な
る
の
は
本

当
に
さ
み
し
い
・
・
・
。

私
が
通
っ
た
の
は
木
造
の
旧

校
舎
で
、
低
学
年
の
頃
、
教
室

の
ス
ト
ー
ブ
は
ま
だ
石
炭
ス
ト
ー

ブ
だ
っ
た
。

厳
し
い
寒
さ
の
日
に
は
、
廊

下
の
水
槽
が
金
魚
ご
と
凍
り
つ

く
こ
と
も
あ
っ
た
。
け
れ
ど
春

に
な
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に

そ
の
金
魚
た
ち
は
再
び
泳
ぎ
出

す
。
幼
い
な
が
ら
に
、
生
命
の

神
秘
を
目
の
当
た
り
に
し
た
瞬

間
だ
っ
た
。

あ
の
校
舎
は
、
も
う
今
は
な

い
。
そ
れ
で
も
、
エ
ア
コ
ン
な

ど
な
か
っ
た
時
代
の
空
気
や
ぬ

く
も
り
は
、
今
も
は
っ
き
り
と

心
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。（

上
野
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ この人に聞く ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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大
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公
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嵯
峨

直
樹

大
場

文
裕

上川郡上川町出身。

2009年３月に札幌大学を卒業

し、同年10月北海道警察職員

になるが、その後、試験を受

け直し、2011年４月、警察官

に。

2024年４月１日よりえりも本

町駐在所所長として勤務。妻、

子ども３人との５人暮らし。

小学校で交通安全講話をする木戸
所長


